　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第68回「文化財防火デー」防火訓練の実施について

１．目　　的

文化財防火デーの制定は、昭和２４年１月２６日に、現存する世界最古の木造建造物である法隆寺の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基づいています。
　その後、文化財保護思想の強化徹底を図るために普及啓発事業が行われるようになりました。その一環として、法隆寺金堂の焼損した日であること、１月と２月が1年のうちで最も火災が発生しやすい時期であることから、昭和３０年に、当時の文化財保護委員会（現在の文化庁）と国家消防本部（現在の消防庁）が１月２６日を「文化財防火デー」と定め、文化財を火災、震災その他の災害から守るとともに、全国的に文化財防火運動を展開し、国民一般の文化財愛護に関する意識の高揚を図ることとなりました。近年、多くの災害の発生や、世界遺産である首里城の焼失など、文化財が失われる事態が増加しております。文化財を火災や震災、その他の災害から守るための活動が注目されており、文化財を地域で守り、文化財を愛護する意識を高めるため、金剛宝戒寺で防火訓練を実施します。
　　　

２．日　　時

　　　令和4年１月２1日（金）　　午前１０時～１１時

　　　　　＊小雨、小雪は実施。中止の場合、午前９時に決定

３．訓練想定

　　　焚き火の飛び火により、金剛宝戒寺大日堂から出火、延焼中である。
４．参加機関

　　・大分市教育委員会　・大分市中央消防署　・大分市消防団（金池分団上野部）・地元住民
担当主管課　大分市教育委員会文化財課
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「文化財防火デー」大分市の実績について
　第４６回　西寒多神社（市指定有形文化財　神庫）

　第４７回　柞原八幡宮（国指定重要文化財　銅造仏像　他）

　第４８回　毛利空桑記念館（県指定史跡　毛利空桑旧宅及び塾跡）

　第４９回　西寒多神社（市指定有形文化財　神庫）

　第５０回　金剛宝戒寺（国指定重要文化財　木造大日如来坐像）

　第５１回　毛利空桑記念館（県指定史跡　毛利空桑旧宅及び塾跡）

　第５２回　帆足本家酒造蔵（市指定有形文化財）

　第５３回　柞原八幡宮（国指定重要文化財　銅造仏像　他）

　

　第５４回　早吸日女神社（県指定有形文化財　本殿　総門　他）

　第５５回　後藤家住宅（国指定重要文化財）

第５６回　大山寺（国指定重要文化財　普賢菩薩坐像　他）

　第５７回　西寒多神社（市指定有形文化財　神庫）

　第５８回　毛利空桑記念館（県指定史跡　毛利空桑旧宅及び塾跡）

　第５９回　金剛宝戒寺（国指定重要文化財　木造大日如来坐像）　

　第６０回　教尊寺（県指定有形文化財　教尊寺七棟）

　第６１回　霊山寺（市指定有形文化財　霊山寺山門）※雨天のため中止

　第６２回　柞原八幡宮（国指定重要文化財　柞原八幡宮　１０棟ほか）

　第６３回　亀塚古墳公園（国指定史跡亀塚古墳）

　第６４回　霊山寺（市指定有形文化財　霊山寺山門）

　第６５回　柞原八幡宮（国指定重要文化財　柞原八幡宮　１０棟ほか）

　第６６回　毛利空桑記念館（県指定史跡　毛利空桑旧宅及び塾跡）

　第６７回　豊後国分寺跡史跡公園・大分市歴史資料館　（国指定史跡　豊後国分寺跡）
金剛宝戒寺大日堂（第59回文化財防火デー防火訓練実施時の様子）


※ 大日堂の中には、国指定重要文化財「木造大日如来坐像（写真右）が安置されています。





　　担当　　　　


　大分市教育委員会文化財課


　文化財保護調整担当班　　久保・河野・高畠


　　TEL　０９７－５７８－７５４６














